
日本シニアテニス連盟 東海地区 静岡県部会 

役 員 会 議 事 録 
開催日時 令和５年 12 月５日（火曜日） 9 時 30 分～12 時 00 分 

場  所 静岡県スポーツ協会 2 階会議室 

議  長 四ノ宮 実 （静岡県部会長） 

書  記 渡辺泰延 事務局長 

会  計 谷 絹與  

出席者 岩田和彦顧問 今西 健顧問 

・幹事長 東部地区；田村瑩治   中部地区静岡：森下明弘 

 中部地区志榛：西村正巳   西部地区：四ノ宮実 

・名簿担当 山ノ井誠 

・東部幹事  水野俊夫 仕平智津 長島敏一 石原恵美子 平林妙子 田口美枝子 吉岡真弓子 

・静岡幹事 瀧節子 見原千恵子 小沢佳子 尾崎明好 望月みね子 

・志榛幹事  鈴木徹 岩崎丈夫 向島愛子 小沢令子 加藤礼子 津田幸一  

・西部幹事  山本とも江 山崎卓子 

 （出席者数 29 名） 
役員会式次第 

一 部会長 挨拶 ・・・・・・・・・・・・・ （四ノ宮部会長） 

 ・本年度の新入会員数が 50 名に達した。会員数では、全国 2 番目に多い 650 名を数える。 

 ・部会長を仰せつかり、また、連盟本部の理事に推挙され、研鑽を積む良い機会に恵まれた。 

 顧問 挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・） 

 ・岩田顧問 会長職を退任して 5 年。在任中全国大会を運営したことが良い経験となった。 

 ・今西顧問 役員の心構えとして「誰かがやる」のではなく率先して運営に係ること。 

 新会員が増えても、休会者・退会者数も同じように増え、この数年変化はない。 

二 退任の役員を発表し、承認を得た。 

 新任の役員を紹介し、承認を得た。 

三 令和５年活動報告 ・・・・・・・・・・・ （四ノ宮部会長） 

 ・県内で開催された親睦大会、近県対抗戦、合計年齢別大会、他地区交流大会に多くの参加者があ

り、無事終了できた。連盟主催の全国大会にも積極的な参加があった。 

 ・会員数は福岡県が 1020 名、静岡県部会は 650 名で、全国 2 番目に多い会員である。 

 令和 4年会計報告 ・・・・・・・・・・ （谷会計担当） 

 ・会計年度は 12 月末までが収支決算となるため、仮の収支決算書を提示した。 

  ・繰越金が年々減少している。 

 ・年会費の徴収が難しく、できる限り、各地区会計担当者は名簿資料で報告をお願いしたい。 

 会計報告費推移 ・・・・・・・・・・・・    （岩田顧問） 

  ・資料を提示し、次期繰越金が年々減っている。ある時期に年会費を値上げすることも検討すべき。 

 ・資料「県部会費推移」からも会員数の変化は少ないことも分かる。 

四 令和６年事業計画概要 ・・・・・・・・・ （各地区幹事長） 

 ・活動名、実施予定日、予備日、会場、申込方法、地区練習会について発表した。 

 ・令和６年予算説明 ・・・・・・・・・・ （谷会計担当） 

五  提案・要望事項 ・・・・・・・・  

 （志太榛原地区 西村幹事長からの要望） 練習会の補助費の増額について 

  ・中部地区は静岡及び志榛に区分され、年額 2 万円である。 

 ・練習参加者数は平均 43 名、コート 5 面を使用。現在の状況では参加者負担では賄いきれない。 

  ・静岡・志太榛原地区に各 15,000 円、西部地区 15,000 円、東部地区 20,000 円とする。 

 （役員会議開催時期の変更）     四ノ宮部会長 

 ・収支決算書、予算書は 12 月初旬に開催される役員会議に審議できないため、翌年 1 月にしたい。 

 ・2025 年 1 月 14 日とする。その場合、事業計画書の印刷、会員への配布は遅れる。 

 （県ホームページのリニューアル）  四ノ宮部会長 

 ・2024 年 1 月からリニューアルする。新アドレス：https://shizu-sr-tennis.holy.jp 

 ・シンプルにすることで、更新・保守などの管理が容易となる。 

 ・ソフト購入、サーバーレンタル、コンサル費用、総額 7 万円弱。 

 全ての事項を審議し、全役員の承認を得て、終了した。 

https://shizu-sr-tennis.holy.jp/

